
土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）

調 査 名

事業名または工事名

調査目的及び調査対象

平成30年度 名四国道管内地質調査業務

道路  構造物基礎

ボ ー リ ン グ 名 調査位置 北 緯H30-No.18 愛知県東海市新宝町地先 35°3′5.6129″

発 注 機 関 調査期間 東 経国土交通省 中部地方整備局 名四国道事務所 平成30年11月07日～平成30年11月13日 136°54′1.1042″
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グ責任者電話(052-481-6261)

中央開発株式会社
地質調査技士
登録番号 第15162号

河原 弘明
地質調査技士
登録番号 第20873号

林田 利夫
地質調査技士
登録番号 第15162号

河原 弘明
地質調査技士
登録番号 第05830号

渋谷 正人

孔 口 標 高 角

度

方

位

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試 錐 機

総 削 孔 長 エンジン ポ ン プ

上

下

90°

180°

0°

北 0°

東

90°

南180°

西

270°

水平

鉛
直

0°

90°

T.P. -2.24 m

32.26 m

YBM-05

ヤンマーNFD9 カノー

現

場

土

質

名

（

模

様

）

現

場

土

質

名

埋土（シ
ルト混じ
り砂礫）

埋
土
（
粘
土
混
じ
り
砂
）

砂礫

粘
土

砂
質
シ
ル
ト

シ
ル
ト
質
砂

固
結
シ
ル
ト

シ
ル
ト
混
じ
り
砂

固結シル
ト

シ
ル
ト
混
じ
り
砂

固
結
シ
ル
ト

砂

地

盤

材

料

の

工

学

的

分

類

色

調

暗
灰

暗
灰
～
暗
黄
灰

暗
褐

暗
褐
灰

暗
褐
灰

淡
黄
灰

黄
褐
～
淡
緑
灰
～
暗
褐
灰

暗
灰

淡
灰

暗
灰

暗
緑
灰

暗
緑
灰

相

対

密

度

rd3

rd4

rd3

rd5

rd3

rd5

相

対

稠

度

rc5

rc5

rc5

rc5

rc5

記

事

表層5cmはコンクリート。
以深は、φ2～30mm程の亜円
～亜角礫主体である。礫間は
シルト混じり砂を充填する。

GL-1.0～7.0m間、新第三紀層
の埋土と想定される。
ブロック状に砂と固結シルト
が不連続に分布する。
含水少ない～中位。

φ2～20mm程の亜円礫主体で
ある。礫間はシルト混じり砂
が充填する。含水多い。

シルト主体である。粘土を多
量に混入する。粘性中位。含
水少ない。炭化物を点在す
る。

均質なシルト主体である。細
砂を多量に混入する。含水少
ない。粘性弱い～中位。

GL-11.0～14.0m間、微細～細
砂主体である。含水少ない。
所々、シルト優勢となり砂質
シルト状である。
GL-13.5～14.0間、砂質シル
トを介在する。
GL-14.0～17.0m間、中砂主体
である。
全体に雲母片を少量混入す
る。

均質な固結シルト主体であ
る。粘性中位。含水少ない。
GL-17.0～18.0m間、コアは酸
化し、褐色を帯びる。
GL-19.4～20.5m間、炭化物の
混入により、黒褐色を呈す
る。

細～中砂主体である。所々、
粗砂を混入する。含水少な
い。全体にシルトを少量～多
量に混入する。
雲母片少量混入する。

均質な固結シルト主体であ
る。全体に微細砂を混入す
る。含水少ない。粘性弱い。

細～粗砂主体である。含水少
ない。

均質な固結シルト主体であ
る。全体に微細砂を少量混入
する。
含水少ない。粘性弱い。

細～中砂主体である。含水少
ない。
GL-31.3m付近、黒褐色の炭化
物を混入する。
所々、φ2mm程の細礫を点在
する。
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